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地理学の本質論にかかわる労作が出た。筑波大
学地球科学系に勤める編者が，数年かけて訳出し
た近代地理学史上，必読の文献集である。難解な
ドイツ語やフランス語で書かれた原典を訳しての
ことである。評者にとって，この種の書籍を通読
したのは，学部生の時に読んだ『近代地理学の潮
流』野間三郎著（大明堂）以来であったが，実に
新鮮な気持ちで読むことができた。それくらい地
理学の理念については，評者自身も混沌とし，近
年ますます細分化を進める自然・人文地理学を再
考する上でも，貴重な示唆と問題提起を与えられ
た本であった。
内容を紹介しよう。序文に続く，20ページで古
典に学ぶ意義が述べられているが，本書の魅力は，
何といっても大家と呼ばれる地理学者たちの真髄
が盛り込められた文献（講演記録を含む）の紹介
であろう。全体が三部で構成され，フンボルトや
リッター，ヘットナー，シュリューター，マルト
ンヌといった学者の論が計8 編，紹介されている。
また，各部の末尾には，編者による解説が添えら
れ，読者は高名な地理学者たちの論点を手短に整
理できるように配慮されている。訳出された原典
のうち，評者にとって特に刺激的だったのは，フ
ンボルトの『植物地理学試論』とシュリューター
の『人文地理学の目標』の二編である。景観の相
観やラントシャフト概念を詳細に考察した二人の
地 理学 者 の知 見 から， 評者 は 景観 を とら える地 理
学 の手 法 の豊 かさ と魅力 を再 確認し た。 目 の 前に
存 在 する援 覚 的で 客観 的 な景 観の み を対 象に 考察
する地 理学 で な く，大 胆 に景 観の 心的 印 象や 景観
から人 間 が どの よう な感覚 や 感情 を呼 び起 こ さ れ
るか とい った 問題 も取 り込 んだ これ らの論 は， 極
めて芸 術的 で もあ り, 地理 学が ジ オグ ラフ ィ （ー地
表 を 描 く学問 ） と呼 ばれ る所以 で あ る と感 じ た次
第 で ある。　ド イ ツ景観 学 派が その 中心 であ ろ うが，
本 書 に よって そ れら の概念 整 理が， 実 に コン パ ク
ト に ま とめら れ， し か も原典 から の訳 出 のかい あ
って か， 学問 の確 立期 に見 ら れた ほ とばし る一 種
の熱気 さ え も感じ る こ とがで き る。 地 理学 を 学ぶ
本 学会 の 学生 会員 の みな らず， 久し 振 り に原点 に
立ち返 っ て地 理学 の基 本概 念 を考 え てい きたい 生
徒に とっ て本 書 は，バ イブ ル 的な 存在 に もな ろう。
価 格的 に は， 決し て安 くない が， で きれ ば当時 の
地 理学 書 の図 や地 理学 者 たち の顔 写真 も本 文 中に
掲載し て 欲し かっ た。 文字 が 主体 の，し か も今 日
の学生 に とっ て はやや 硬 派の 内容 に違 いな い が，
生 涯手 元 にお いて 参照 し て も価値 あ る内容 と思え
る。是 非， 一 読 をお すす めし たい 書で あ る。
（寺本　 潔）
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